
パイプ適応径φ38・φ48.6　　ピッチ幅560～640㎜

平行棒のバーの高さから105㎜高くなります

取扱説明書
アルコー平行棒用補助マットサークル型

マット内幅420×マット内奥行475×マット高さ50×マット幅80㎜

アルコーEX　　アルコーEXミニ　　アルコースーパーDX

11.5㎏

スチール/ステンレス製（本体）　　ウレタンレザー製（マット）

100㎏

製品仕様

マット寸法

幅調整可能範囲

装着可能機種

装着時マット高さ

重量

材質

最大使用者体重

このたびはアルコー製品をお買い上げいただきありがとうございます。

正しくお使いいただくため、ご使用前に必ずお読みください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。

仕様

幅調整ノブネジ

開閉マット

ストッパー金具

使用例

（アルコーEXに取付けた状態）

マット

ノブネジ
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警告
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EXミニでお使いの場合は必ずストッパー位置を組み替えて下さい。出荷時の位置で使用す
るとストッパーが機能せずに落下、転倒による重大事故の原因になります。

落としたり壁にぶつけるなど、乱暴な取扱をしないで下さい。故障や変形の原因になります。

この製品の使用者最大体重は100ｋｇです。
平行棒本体の使用方法は平行棒添付の取扱説明書に従って下さい。

注意

開閉マットは左右両方とも必ず閉まった状態でロックが掛かって固定されていることを確認し
てから使用して下さい。

平行棒のバーは物を取り付けたり、汚れが付着した状態で使用しないで下さい。

走っての使用、急加速や急停止、急激な回転などはしないで下さい。転倒し、けがの原因に
なります。
マット高さを製品の仕様以上の高さで使用しないで下さい。転倒し、けがの原因になります。
マットの一部や片側だけに荷重がかかった状態で使用しないで下さい。転倒し、けがの原因
になります。

マット以外の部分を持って使用しないで下さい。故障、転倒、事故、けがの原因になります。
背中側にもたれて使用しないで下さい。

むやみに分解、改造はしないで下さい。故障、事故、けがの原因になります。
破損や異常を発見した場合は直ちに使用を中止して下さい。そのままで使用すると重大な
事故につながる恐れがあります。

ストッパー金具は必ず左右2個とも付けて下さい。ストッパーが無い状態や片側だけでのご
使用は平行棒から落下する原因になります。

お手入れは水に濡らした布か、柔らかい布でから拭きしてください。ひどい汚れの場合に
は、薄めた中性洗剤をしみ込ませた布で拭いてください。

屋外や湿気の多い場所、火の近くや高温になる場所に放置、保管しないで下さい。サビの
発生、故障、変形の原因になります。

マットの高さを調節し適切な姿勢でご使用下さい。無理な姿勢でのご使用は転倒やけがの
原因になります。

この製品はアルコー平行棒専用です。対応機種以外の製品や他メーカー製品には取付ける
ことは出来ません。マットの取付不良やストッパーが作動しない、平行棒本体が破損するな
どの恐れがあります。

この表示の注意事項を無視して誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。
この表示の注意事項を無視して誤った取扱をすると、人が傷害を負う可能性及び物的損害
の発生が想定される内容を示しています。

必ずしていただく「強制」内容を説明しています。

警告

使用前に必ず医療機関、介護支援専門員（ケアマネージャー）、福祉用具専門相談員など
に相談して下さい。
使用前にねじやノブねじ、各部品類が緩んでいないかを確認して下さい。転倒、故障の原因
になります。
使用時は必ず病院スタッフや介助の方が付き添い注意して使用して下さい。転落、転倒によ
る重大な事故になる恐れがあります。

してはいけない「禁止」内容を説明しています。

平行棒のバーは2本とも同じ高さにして下さい。

安全上のご注意
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1 平行棒への取付

①

②

③

④

2 開閉マット

①

②

2 ストッパー金具（EXミニで使用する場合）

〈2016.11 第1版〉

必ずストッパー位置を組み替えて下さい。②の位置で使用するとス
トッパーが機能せずに平行棒より落下します。

警告

〒５７８－０９０１　東大阪市加納５丁目１１－６

必ず開閉マットが固定されていることを確認して、歩行訓練
時は開閉レバーを触らないようにして下さい。

株式会社　星光医療器製作所

ＴＥＬ（０７２）８７０－１９１２　　　ＦＡＸ（０７２）８７０－１９１５
URL　http://www.aruko.co.jp/　　　　E-mail : seiko@aruko.co.jp

平行棒のバーが左右同じ高さでピッチが適応範囲内である
ことを確認して下さい。

ストッパーを固定しているボルトとナットをレンチで外し、穴
位置①へ組み替えて下さい。（左右2個とも）

幅調整ノブネジを緩めて平行棒のバーの上に乗せ、その状
態で前後に空押しをして幅が合っている事を確認してからノ
ブネジを締めて下さい。

左右にストッパー金具を取付けて下さい。このとき必ず平行
棒の中央で作業して下さい。

前後に空押しして、ストッパー金具が平行棒支柱に当たる
ことを確認して下さい。

必ずストッパー金具が平行棒支柱に当たることを確認して、
定期的にノブネジに緩みがないことを確認して下さい。

使用機種がEXミニの場合はストッパーの位置を①に変えて
下さい。出荷時は②の位置になっております。

開閉レバーを手前に引くとロックが解除されますので、マッ
トを開いて中に入ってください。

マットを閉じてレバーがカチッと音がして固定されていること
を確認してから使用して下さい。

取付方法

ストッパー金具 ノブネジ

①EXミニ

②EXとDX

ストッパー・ボルト・ナット

開閉レバー
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